
山陰海岸ジオパーク

守りたい動植物一覧

山陰海岸ジオパーク推進協議会



※
　
※
　
※
　
※

掲載している動植物については主なものを選定したため、指定天然記念物等でも、掲載されて
いないものもあります。

分布市町の欄に、（　　）で掲載している自治体については、府県が作成したレッドデータブック
に掲載のある自治体であり、現在の生育分布とは一致しない場合があります。

環境省のレッドリストに掲載されている動植物については、府県のレッドリストに重ねて掲載さ
れている場合であっても、府県の掲載状況については省略しています。

掲載している写真については、「山陰海岸ジオパーク　守りたい動植物一覧」作成にあたり、掲
載許可を受けたものであり、それ以外の目的には使用できません。
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・環境省　絶滅の恐れのある ・京都府　絶滅寸前種
地域個体群（東中国地域） ・鳥取県　準絶滅危惧種

・国指定特別天然記念物 ・国指定特別天然記念物
・環境省　絶滅危惧ⅠＡ類 ・環境省　絶滅危惧ⅠＢ類

※放鳥個体確認市町 ※

分布市町※
京丹後市・豊岡市
香美町・新温泉町

分布市町
新温泉町
（豊岡市）・（香美町）

備　　考 備　　考

哺乳類

鳥類

コウノトリ イヌワシ
　太くて長い黒色の嘴と淡紅色の脚が特
徴。かつては日本全国に留鳥として生息
していた。
　豊岡市の鳥。

　全身黒色に見える大型の鳥。上空を飛
翔しているのを見ることが多いが、体色
や飛型はトビにも酷似する。

ツキノワグマ

分布市町 全６市町

備　　考

コキクガシラコウモリ

分布市町 岩美町

備　　考

　体毛は黒く、ふつう胸に三日月型の白
毛がある。ブナ帯を中心とする落葉広葉
樹林が本来の生息域。

　昼間は洞穴で集団で休息し、モモジロ
コウモリと混群を形成することも多い。
 鼻部が菊の花を想像させるので「キクガ
シラ（菊頭）」という。

写真：橋本敏男氏（コウノトリ市民研究所）
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・国指定天然記念物 ・環境省　絶滅危惧Ⅱ類
・環境省　絶滅危惧Ⅱ類

※ ※

・環境省　絶滅危惧Ⅱ類 ・京都府　絶滅危惧種
・鳥取県　準絶滅危惧

※

分布市町
鳥取市・(豊岡市）
(香美町)・(新温泉町)

備　　考 備　　考

写真：高橋信氏（コウノトリ市民研究所）

分布市町
京丹後市・豊岡市・新温泉町
鳥取市・岩美町

分布市町 鳥取市・(豊岡市) 分布市町

備　　考 備　　考

トモエガモ クロサギ

岩美町・(豊岡市)・(香美町)
(鳥取市）

写真：橋本敏男氏（コウノトリ市民研究
所）

写真：高橋信氏（コウノトリ市民研究所）

　主に関東地方以西で越冬し、大きな群
れは少ないが、年によって数100羽の群れ
が見られることもある。湖沼や河川です
ごす。

　太く長い嘴と、比較的短い脚をもつ中
型のサギ。日本では黒色型と白色型があ
る。留鳥。

オジロワシ ハヤブサ
　翼を広げると2mを超える大型のワシ。
全身褐色で、嘴と足は黄色く尾羽は白
い。山陰地方には越冬のため飛来。

　留鳥として平地から山地にけての河
川、農耕地、海岸などに生息。主に小型
の鳥類を捕食する。

3



・環境省　絶滅危惧ⅠB類

・国指定特別天然記念物 ・香美町天然記念物
・豊岡市指定天然記念物 ・兵庫県Ｂランク
・環境省　絶滅危惧Ⅱ類

※

備　　考 備　　考

両生類

オオサンショウウオ モリアオガエル
　世界最大の両生類で、最大で150cmに達
する。頭部は扁平で大きく、眼は小さ
い。

クマタカ
　翼の幅は広く、先端は指状に開き、後
縁には膨らみがある。後頭部には白い羽
毛が混じる冠羽をもつ。留鳥。

分布市町
(豊岡市)・(香美町)
(新温泉町)・(鳥取市)

分布市町

　日本の固有種である、体長7～9cmで、
体は緑色。産卵期には池や水たまりなど
の上に張り出した樹木や、水辺の草に白
い卵塊を見ることができる。

分布市町 豊岡市・(鳥取市) 分布市町
豊岡市・香美町
新温泉町・鳥取市

備　　考 備　　考

写真：高橋信氏（コウノトリ市民研究所）
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・兵庫県　Ｃランク ・環境省　準絶滅危惧

・京都府登録文化財
・京丹後市指定天然記念物
・環境省　絶滅危惧種ⅠＡ類

タゴガエル ヒダサンショウウオ
アカガエルの仲間。伏流水で生活してい
るため、落ち葉やコケの下にいる。産卵
期前後には、しきりに鳴く。

　山地にある森林（主にブナ帯）に生息
する。夜行性で、昼間は石や落ち葉の下
などに隠れて休む。

分布市町 香美町・新温泉町 分布市町 豊岡市・岩美町・(鳥取市)

備考

備　　考 備　　考

アベサンショウウオ
　成体の体長は8～12ｃｍ、体部の背面は
暗褐色、腹面は灰青色または淡褐色を呈
する。

分布市町 京丹後市・豊岡市
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・環境省　絶滅危惧Ⅱ類

※ ※

・環境省　準絶滅危惧 ・環境省　絶滅危惧Ⅱ類

※

写真：北垣和也氏（コウノトリ市民研究
所）

写真：北垣和也氏（コウノトリ市民研究
所）

アユカケ キタノメダカ（雑種）
　日本の固有種で、福井県の一部では、
天然記念物に指定されている。見た目は
石にそっくりで、えらぶたの鋭いトゲで
鮎を引っ掛けて食べると言われている。
（和名：カマキリ）

　但馬・丹後地域のみに生育する、メダ
カのミナミメダカ（南日本集団）とキタ
ノメダカ（北日本集団）の雑種であるハ
イブリッド型。日本海形成の時期と関係
するという見方もある。

備　　考 備　　考

魚類

ヤリタナゴ アカザ
　体は側扁し1対の口ひげがある。繁殖期
の雄は吻端に追星を生じ、婚姻色も著し
い。

　水のきれいな川に生息する。全長は
10cmほどで、体色は、やや赤色がかる。

分布市町 岩美町 分布市町
香美町・新温泉町
(京丹後市)

分布市町
香美町・新温泉町
(京丹後市)・(鳥取市)

分布市町 豊岡市

備　　考 備　　考

写真：北垣和也氏（コウノトリ市民研究所）
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・京都府絶滅危惧種 ・京都府　絶滅危惧種
・兵庫県Ａランク ・兵庫県　Ｂランク
・鳥取県準絶滅危惧 ・鳥取県準絶滅危惧

※ ※

・環境省絶滅危惧Ⅱ類 ・環境省絶滅危惧ⅠＢ類

※ ※

写真：鳥取県砂丘事務所写真：鳥取県砂丘事務所

備　　考 備　　考

ハマスズ

昆虫類

ヤマトマダラバッタ
　雌は雄より一見して区別できるほど大
型。灰白色の地色に点在する暗褐色斑が
複雑な模様をつくり、砂地の色彩に似て
いる。

　全身灰白色の地に褐色班が点在し、砂
地の色彩に酷似する。海浜植物の根際の
落葉中にひそみ、主に夜間に活動する
が、昼間にもよく見られる。

分布市町 鳥取市・(豊岡市)・(岩美町)

ハラビロハンミョウ カワラハンミョウ
　灰褐色の地に白い斑紋をもつ中型のハ
ンミョウで上翅がやや幅広い。

　白い地色に黒の模様をもつハンミョウ
で成虫は7-9月に出現。砂州の発達する河
川敷や砂浜海岸に生息。

分布市町 鳥取市 分布市町
鳥取市・新温泉町
(京丹後市)

分布市町 鳥取市・(岩美町)

備　　考 備　　考

写真：自然公園財団鳥取支部写真：レッドデータブックとっとり
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・環境省準絶滅危惧 ・鳥取県準絶滅危惧

※ ※

・環境省絶滅危惧Ⅱ類 ・鳥取県準絶滅危惧

※

鳥取市

備　　考

　海浜性で、幼虫は巣穴形成型のアリジ
ゴク。巣穴直径は最大5cm程度。幼虫で越
冬し、成虫は8月頃出現。
（写真は幼虫）

タガメ

オオヒョウタンゴミムシ

ハマベツチカメムシ

　黒色で大型。中胸の前端が柄状にのび
てそこに小楯板が存在、大顎の著しい発
達、前脛節が掌状に広がる、などの特徴
がある。

　海浜植物帯に生息する。体長は4ｍｍ程
度で、赤褐色。

分布市町

　カメムシ類中最大。
　幼虫、成虫ともにため池や、水田とそ
の周りの水路などの広くて深い水域にす
む。

分布市町 鳥取市・(岩美町)

写真：福原陽一郎氏（西但馬の自然を考
える会）

備　　考備　　考

ハマベウスバカゲロウ

分布市町 鳥取市・(京丹後市)

分布市町 岩美町

備　　考

写真：鳥取県砂丘事務所 写真：レッドデータブックとっとり
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・兵庫県　Ｃランク ・鳥取県準絶滅危惧
・鳥取県　準絶滅危惧

※ ※

・環境省絶滅危惧ⅠＢ類 ・環境省　絶滅危惧種ⅠＡ類

※ ※

　裏面に黄色の地色に銀白色条を伴う複
数の黒線が縦に走り、後翅には長短2本の
尾状突起を有する。

分布市町
鳥取市・(京丹後市)・(豊岡市)
(香美町)・(新温泉町)

備　　考

ウスイロヒョウモンモドキ

写真：福原陽一郎氏（西但馬の自然を考
える会）

クロシジミ

ヒサマツミドリシジミ

分布市町
鳥取市・(豊岡市)
(香美町)・(新温泉町)

　成虫はカシワなどの疎林などに6月下旬
より現れる。成虫は樹の葉上に静止する
ほかヒメジョオンなど各種草花に飛来す
る、大型のシジミチョウ。

キマダラルリツバメ

　一見ヒョウモンチョウ類に似るが，小
型で飛び方も異なる。草原上や草間を低
くゆるやかに飛び、オカトラノオなどの
花で吸蜜する。

備　　考

　雄の翅表は前後翅とも黒縁にふちどら
れて緑色に輝き、雌は茶褐色の地色で前
翅中室に赤斑と青斑をもつ。

分布市町
豊岡市・香美町
(新温泉町)

備　　考

分布市町 豊岡市・鳥取市
(京丹後市)・(香美町)・(新温泉町)

備　　考

写真：高橋信氏（コウノトリ市民研究所）

写真：友田達也氏（コウノトリ市民研究所）

写真：友田達也氏（コウノトリ市民研究所）
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・京都府準絶滅危惧種 ・環境省絶滅危惧ⅠＢ類
・兵庫県Ｂランク
・鳥取県絶滅危惧Ⅱ類

※写真は、高橋信氏（コウノトリ市民研究所）撮影。

・環境省準絶滅危惧 ・環境省絶滅危惧Ⅱ類

　汽水域でのみ生息する唯一のトンボ。　日本産不均翅亜目の中で最小のトン
ボ。体は成熟雄では複眼から腹部まで赤
化する。

備　　考

豊岡市・(京丹後市)分布市町

ハッチョウトンボ

備　　考

備　　考 備　　考

無脊椎動物

ワスレナグモ イソコモリグモ
　明るい床下や芝生のある裸地などの地
中に縦穴の管状住居をつくる。
　住居内は糸で密に裏打ちされるが、巣
の入口に扉はない。

　大型のコモリグモ。灰褐色の毛におお
われ全体に白っぽいが頭胸部の中央や腹
部前方の中央部は黒褐色となる。
　鳥取県は分布の南西限。

分布市町 岩美町・新温泉町 分布市町 (京丹後市)・(鳥取市)

分布市町 豊岡市・岩美町

ヒヌマイトトンボ

写真：高橋信氏（コウノトリ市民研究所）
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・環境省準絶滅危惧

・環境省準絶滅危惧
・国指定天然記念物 ・京都府準絶滅危惧種
（唐川のカキツバタ群落） ・兵庫県Ｃランク
・兵庫県指定天然記念物 ・鳥取県準絶滅危惧

オオコウラナメクジ
　体色は茶褐色で肌色～淡褐色の細かい
斑紋が密にある。軟体の前方背面には明
瞭な楯状の肉板があり木の葉型の薄い殻
が内在する。

分布市町
香美町・新温泉町・岩美町
（鳥取市）

分布市町 新温泉町・（豊岡市）

備　　考 備　　考

維管束植物

分布市町 鳥取市

備　　考

　山野の草原や湿原にはえる多年草で、
分枝する根茎に褐色の多くの繊維があ
る。花の色は紅紫色。

　湿原流水部に群生する多年生草本で、
高さは約70cm。花の色は濃青紫色。
　岩美町の花。

ノハナショウブ（アヤメ科）カキツバタ（アヤメ科）
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・京都府準絶滅危惧種 ・兵庫県Ｂランク
・兵庫県Ｃランク

・兵庫県指定天然記念物 ・環境省準絶滅危惧
・環境省準絶滅危惧

オニシバ（イネ科） ネコノシタ（キク科）
　シバよりもすこし大型で、ふつうは地
下を伸びてはう長い根茎がある。

　海岸の砂地にはえる多年草で、茎は長
く地をはい、節から根をおろす。
（和名：ハマグルマ）

分布市町
新温泉町
（京丹後市）・（豊岡市）

分布市町
新温泉町
（豊岡市）・（香美町）

分布市町
新温泉町
(岩美町)・(鳥取市)

分布市町 岩美町・新温泉町

備　　考 備　　考

備　　考 備　　考

ワカサハマギク（キク科） ヤマザトタンポポ（キク科）
　海岸や海辺の内陸丘陵地の日当たりの
良い崖に生育する多年生草本。直径３cm
ほどの白い花をつける。

　人里や山間部の道路沿いや草地に希に
生育する日本在来のタンポポ類。花期は3
～5月。小形突起、内片にはなく、外片長
は内片の1/2以上、内片上部は黒紫色。
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・環境省絶滅危惧Ⅱ類 ・兵庫県Ｃランク
・鳥取県準絶滅危惧

※

・環境省絶滅危惧ⅠＢ類 ・環境省準絶滅危惧

備　　考 備　　考

バイカモ（キンポウゲ科） ミスミソウ（キンポウゲ科）
　浅くてきれいな流水中にはえる多年
草。茎は長さ1～2mにもなり、節から白い
根を出す。和名は梅の花に似ていること
から。

　山地のやや陰湿な森林内に生育する小
形の常緑多年生草本。葉は根出、3中裂す
る単葉、緑褐色、光沢、やや肉厚、長
柄。

ヒゴタイ（キク科） ハマベノギク（キク科）
　日当たりのよい草地に生育する大形の
多年生草本。
　大陸と陸続き時代の遺存植物の一つ。

　海岸の砂浜や岩上に生育する多年生草
本。茎は多分岐し匍匐、斜上、高さ10～
30cm。

分布市町 岩美町 分布市町 鳥取市・新温泉町
(豊岡市)・(香美町)・(岩美町)

写真：福原陽一郎氏（西但馬の自然を考
える会）

分布市町
新温泉町・豊岡市
香美町・(鳥取市)

分布市町
豊岡市・新温泉町・岩美町
(香美町)

備　　考 備　　考
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・兵庫県Ａランク ・環境省絶滅危惧Ⅱ類

・兵庫県植物群生地指定
・京都府準絶滅危惧種 ・環境省絶滅危惧Ⅱ類
・兵庫県Ｂランク
・鳥取県準絶滅危惧

※

トウテイラン（ゴマノハグサ科）
　海岸付近の
磯岩、旧海食
崖、砂地に生
育する多年生
草本。茎は叢
生、直立、茎
葉白毛密生、
高さ30～
60cm。和名は
中国四川省の
洞庭湖の水色
を連想したも
の。

ウンラン（ゴマノハグサ科） タジマタムラソウ（シソ科）
　海岸の砂地にはえる多年草。茎は分枝
して斜上または匍匐し、長さ20～40cm。

　やや乾いた半日陰にはえ、蛇紋岩や花
崗岩地にも多い多年草。和名は、但馬地
方にちなむ。

分布市町 新温泉町 分布市町
豊岡市・新温泉町・(香美町)
(岩美町)・(鳥取市)

分布市町
新温泉町
(豊岡市)・(香美町)

分布市町 京丹後市

備　　考 備　　考

備　　考 備　　考

ナミキソウ（シソ科）
　海岸の砂地にはえる多年草。茎は4角で
分枝し、毛があり、高さ10～40cm、地下
に細長い走出枝がある。

写真：福原陽一郎氏（西但馬の自然を考
える会）

14



・環境省絶滅危惧Ⅱ類

※ ※

ハマヒルガオ コウボウムギ
　匍匐性の海浜植物。花は5-6月に咲き、
淡紅色で、径4-5cm。

　砂浜に生育する、代表的な海浜植物で
ある。比較的よく発達した砂浜でしか見
かけることが少ない。

分布市町 全６市町

写真：福原陽一郎氏（西但馬の自然を考
える会）

分布市町 全６市町

備　　考 備　　考

写真：福原陽一郎氏（西但馬の自然を考
える会）

分布市町 鳥取市・新温泉町

備　　考 備　　考

イソスミレ（スミレ科） ハマボウフウ（セリ科）
　海岸付近のクロマツ疎林内外の砂地に
生育する。地下茎は匍匐、円形状のコロ
ニーを形成する。

　海岸の砂地に自生する海岸性の多年
草。葉は肉厚でつやがある。

分布市町 鳥取市・新温泉町
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・京都府歴史的自然環境保全 ・京都府自然環境保全地域
地域（権現山保全地域） 　（丹後上世屋内山保全地域）

※

・京丹後市指定天然記念物 ・兵庫県指定天然記念物

写真：京都府自然環境保全課

権現山 内山ブナ林
　京丹後市峰山町の北西に位置する。ス
ダジイ、モミ、アベマキなどの群落があ
る。

　北近畿最大級のブナ林。約300種の植物
が自生している。

植物群・群生地など

分布市町 京丹後市 分布市町 豊岡市

分布市町 京丹後市 分布市町 京丹後市

備　　考 備　　考

　ケヤキ・エ
ノキ・ムクノ
キ・イチョウ
などの大木が
茂り森をつ
くっている。
ケヤキの最大
のものは、樹
高35m・幹周
り7mの推定
500年の巨木
である。

備　　考 備　　考

平海岸海浜植物群

一宮神社のケヤキの森

　自然地形がほとんどそのまま残され、
汀線にむかって緩傾斜した砂浜は海浜植
物群落におおわれている。
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・兵庫県指定天然記念物 ・兵庫県指定天然記念物

※ ※

・豊岡市指定天然記念物 ・兵庫県指定天然記念物
備　　考 備　　考

温泉寺参道沿いの古木群 小城のブナ原生林
温泉寺の参道には暖帯に優先するスダジ
イとスギなどの古木が生い茂り、群をな
している。

　標高700～800ｍの北斜面に約４ヘク
タールにわたって約3,000本、代表樹約
500本のブナの純林が、保存されている。

分布市町 豊岡市 分布市町 香美町

写真：菅村定昌氏（コウノトリ市民研究所） 写真：菅村定昌氏（コウノトリ市民研究所）

分布市町 豊岡市 分布市町 豊岡市

備　　考 備　　考

栃が谷平のアスナロ群生 絹巻神社の暖地性原生林
　標高550～650ｍの辺りに約17haにわ
たって群生地が広がっている。
　西日本では数少ない群生地。

　約2haのスダジイを主体とした原生林で
ある。兵庫県内有数の規模、種類数、自
然度の高さで日本海型照葉樹林を代表す
る樹林である
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・国指定天然記念物
・香美町指定天然記念物 ・京都府準絶滅危惧種

・兵庫県Aランク
・鳥取県絶滅危惧Ⅱ類

・鳥取県指定天然記念物 ・鳥取県指定天然記念物

※ ※写真：鳥取県教育委員会 写真：鳥取県教育委員会

備　　考

天王山椎群生林 ハマナス自生南限地帯
　樹齢約200年～300年と推定される。 面
積約20,000㎡に亘り424本が群生してお
り、樹高約20～30ｍ。

　鳥取県西伯郡中山町松河原にもハマナ
スの純群落があるが、白兎の自生地とと
もに北方亜寒帯植物の南限地帯を代表す
るもので、学術上貴重である。

高岡神社社叢
　高岡集落の北北西、標高約100mの南向
きの緩斜面に、社殿後方から東側にわた
る高地のスダジイ林と、低地部のタブノ
キ・ヤブツバキ林に分かれる。

分布市町 鳥取市

備　　考

菅野のミズゴケ湿原
　標高400mに広がるオオミズゴケのみら
れる湿原。地形的に急斜面の多い日本海
側において、このように広い湿原が保護
されていることも貴重である。

分布市町 鳥取市

分布市町 香美町 分布市町 鳥取市

備　　考 備　　考
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・国指定天然記念物 ・国指定天然記念物

※ ※

・鳥取市指定保存樹木 ・国指定天然記念物
・土木学会選奨土木遺産

※ ※写真：鳥取市生活環境課 写真：鳥取県教育委員会

写真：鳥取県教育委員会写真：鳥取県教育委員会

分布市町 鳥取市 分布市町 鳥取市

備　　考 備　　考

　松上集落の南側の尾根にある神社社叢
の一部。サカキが多いことを特徴とする
が、自然性が高い。

白兎神社樹叢 大野見宿禰命神社社叢
　海岸の砂丘にあり、外部は黒松林で、
内部は暖性樹木よりなる日本海西部海岸
地方の植物分布を示す社叢林。

　千代川左岸の独立丘陵上に立地する。
鳥取平野に残された典型的な照葉樹林と
して学術的な価値が高い。

分布市町 鳥取市 分布市町 鳥取市

備　　考 備　　考

安長堤防林 松上神社のサカキ樹林
　鎌倉時代末期（13世紀末）に築かれた
堤防に、堤防強化のため手近な雑木等が
植えられたものと推定されるが、長年の
うちに自然状となった。
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・京丹後市指定天然記念物 ・京丹後市指定天然記念物

・京丹後市指定天然記念物 ・京丹後市指定天然記念物

内山の大ブナ

八幡神社のムクロジ

　樹齢300年
以上と推定さ
れ、本殿参道
石段の横に位
置することか
ら、神木とし
て歴代保護さ
れてきたもの
と思われる。

　幹周では
京丹後市大
宮町内第2
位。樹高・
推定樹齢で
は同町内第
1位のシイ
の古木であ
る。主幹の
根元が空洞
化している
という特徴
が見られ
る。

　樹齢400年
程度と推測さ
れ、根元周も
7.1ｍで、ム
クロジとして
は全国トップ
クラスの大き
さである。

備　　考 備　　考

備　　考 備　　考

　地上1.5ｍのところで主幹が3本に分か
れ、そこから枝が多数伸びている。京都
府下で一番のブナの巨木である。

京丹後市

生王部神社のスダジイ 若宮神社のスダジイ

分布市町 京丹後市 分布市町

分布市町 京丹後市 分布市町 京丹後市

地域の宝（巨木など）
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・京丹後市指定天然記念物 ・京丹後市指定天然記念物

・京丹後市指定天然記念物 ・京丹後市指定天然記念物

備　　考

　樹冠投影面
積が1000㎡に
もおよび、そ
の枝ぶりが最
大の特徴であ
る。樹齢は
250～300年と
推定される。

　樹齢200年
以上と推定さ
れ、寺の庭木
として植えら
れたものと推
測される。主
幹の一部が埋
まっているも
のの、樹勢盛
んである。

　樹齢300年
程度。株立ち
が多く、根元
に次世代の幹
が見られる。
株立ちをそれ
ぞれ計測し、
合計すると
9.37ｍにも及
ぶ。

　根元周りは
7.4ｍにも達
し、まっすぐ
伸びた幹が地
上4～6ｍの高
さで8本立ち
になるという
特異な樹形が
最大の特徴。

備　　考

峰山陣屋跡のエノキ 雲松寺のタラヨウ

備　　考

迎接寺跡のツブラジイ 霧ノ宮神社の八岐杉

分布市町 京丹後市 分布市町 京丹後市

分布市町 京丹後市 分布市町 京丹後市

備　　考
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・国指定天然記念物 ・兵庫県指定天然記念物
・豊岡市指定天然記念物

・兵庫県指定天然記念物 ・兵庫県指定天然記念物

　主幹は直
立している
が、風雪害
で大枝が折
れ枝数は少
なくなって
いる。海岸
から遠い距
離にありな
がら、航行
の目標とさ
れたといわ
れる位の巨
木である。

　兵庫県下の
イチョウの中
で最も樹高が
高く黄葉が全
部落ちた翌日
は雪が降ると
伝えられ、雪
の予報樹とさ
れている。

分布市町 豊岡市 分布市町 豊岡市

備　　考 備　　考

備　　考 備　　考

長楽寺のチリツバキ 天神社のトチノキ
　他のツバキのように丸ごと落ちるので
はなく、花びらが1枚1枚落ちる。地面を
花びらがジュウタンのように覆うことか
らチリツバキと呼ばれる。

　地上1.7ｍのこぶの上に、幹周り90cmも
あるケヤキが着生し見事に成育してい
る、幹回り8.5mを超える県下3位の太い巨
木である。

畑上の大トチノキ 桑野本の大イチョウ

分布市町 豊岡市 分布市町 豊岡市
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・豊岡市指定天然記念物 ・兵庫県指定天然記念物

・兵庫県指定天然記念物 ・兵庫県指定天然記念物

　幹周り7.8
ｍ、高さ30m
に及び、樹齢
1000年とも言
われる。昔か
ら「健康長

寿」、「幸福
安全」を願っ
て「幸せの大
ケヤキ」と呼
んで大切にし

てきた。

　村岡区和
池の西方約
15kmの奥地
渓流にまた
がって成長
したカツラ
の巨木。樹
高約38ｍ、
根まわり約
18.5ｍ、目
通り幹囲約
16.4ｍ。

　兎和野高
原野外教育
センターの
南約600ｍ
の所にあ
り、根元に
渓流のある
谷間に成長
した巨木。
樹高約
32m、根ま
わり約12
ｍ。

　標高620ｍ
の稲荷神社境
内にあるトチ
ノキ。樹齢は
400年以上と
推定されてい
る。

小長辿の大トチ

石部神社の大ケヤキ 和池の大カツラ

分布市町 豊岡市 分布市町 香美町

分布市町 香美町 分布市町 香美町

備　　考 備　　考

備　　考 備　　考

兎和野のカツラ
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・香美町指定天然記念物 ・香美町指定天然記念物

・新温泉町指定天然記念物 ・鳥取県指定天然記念物
・鳥取市指定保存樹木

※写真：鳥取市生活環境課

　標高が
800ｍ前後
の高地で深
い谷の山峡
に点在し、
面積およそ
3haに20本
くらいが確
認されてい
る。

「二十世紀」ナシ親木
　1904年に千葉県松戸市の「二十世紀」
ナシの原木の苗木を鳥取市桂見に導入し
た10本の内、現存する３本。

分布市町 鳥取市

備　　考備　　考

備　　考 備　　考

泰雲寺しだれ桜
　樹齢は推定約250年。一般のシダレザク
ラは満開になると白くなるが、泰雲寺の
シダレザクラは花の色が濃く優雅な姿を
見せてくれる。

分布市町 新温泉町

新屋のトチノキ

黄金の松
　沖浦鉱山跡の海岸の岩上に1本だけ生息
している。四囲の事情からクロマツの変
異したものと思われる。年中黄金色の松
葉である。

分布市町 香美町 分布市町 香美町
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